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令和３年度第４回みやま市教育委員会定例会会議録 

 

◆召集日時  令和３年７月１５日 午前１０時００分 

◆召集場所  みやま市役所山川支所 ２階 大会議室 

 

１．出席教育長・教育委員（５名） 

・教育長 待 鳥 博 人 

・委員  井 上 正 明 

・委員  樺 島  靖 子 

・委員  宮 本    篤 

・委員  北 原 八州子 

   

２．欠席委員（０名） 

 

３．事務局出席者（１４名） 

・教育部長              藤 吉 裕 治 

・教育総務課長            堤    則 勝 

・学校教育課長            北 嶋 淳一郎 

・指導室長               上 田 理 彰  

・社会教育課長            山 田 利 長 

・学校教育課長補佐兼 

学務担当係長            松 尾     剛 

・総務担当係長            荒 木 洋 子 

・学校再編推進担当係長        中 島 豊 晴 

・施設担当係長            井 口    剛 

・総合市民センター整備推進担当係長  宮 川  浩 則 

・学校給食担当係長          石 橋 将 和 

・指導室主任指導主事               伊 井 和 子 

・教育研究所長                    藤 岡  育 代 

・主任社会教育主事          江 上  靖 則 

 

４．傍聴人 

  ・０名 

 

５．議事日程 

（１）会期の決定について 

（２）会議録作成者の指名について 

（３）会議録署名委員の指名について 
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（４）議案第１３号 みやま市立図書館協議会委員の任命について 

（５）報告事項  

（６）次回教育委員会について 

 

【午前１０時００分 開会】 

 

 

【教育長】  コロナ関連について、みやま市民の 1回以上のワクチン接種率は、65 歳

以上の高齢者で 8割程度、16 歳以上の接種率が 4割程度（高齢者含む）で

ある。 

教職員も、6月末から 7月上旬にかけ、保健医療経営大学で優先接種を

行った。かなりの方が接種されたと聞いている。12 歳から 15 歳までの児

童生徒にもワクチンの接種券は発送しているが、接種のめどは立っていな

い。コロナウイルス感染症は予断を許さない状況である。各学校に、しっ

かり感染対策をお願いした。 

東京オリンピックも開催まで 1週間となり、教育委員の皆様には、事前

キャンプ激励をいただきお礼申し上げる。瀬高中学校の生徒の選手激励の

様子が複数のテレビ局で報道された。 

山門高校の生徒も明日、激励に訪れる予定。東京オリンピックでの選手

の活躍は児童生徒に感動を与えてくれるものと確信している。 

校長会では、危機管理について再確認した。 

自然災害への備えについて、大雨や洪水、台風等への注意喚起。通学路

の安全点検と交通安全。不祥事防止、特に飲酒運転撲滅へ向けての研修会、

個人面談の実施。最後に人材育成。 

今年度の福岡県教員採用試験の競争倍率が小学校で 1.2 倍、中学校では

3.1 倍。教師を目指す人たちが減り続けていることを大いに危惧している。

待遇改善、働き方改革、保護者へのクレーム対応など、先生方の負担軽減

を各方面に働きかけていきたい。 

 

   ただ今から、令和 3年度第 4回みやま市教育委員会定例会を開会する。 

 

○日程第１ 第 4回みやま市教育委員会定例会の会期は、令和 3年 7月 15 日の１日間 

 とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第２ 会議録作成者は、総務担当係長 荒木洋子とする。 

・・・全員同意 
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○日程第３ 会議録署名委員の指名については、教育長と宮本 篤 委員とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第４ 議案第１３号 

  ■ みやま市立図書館協議会委員の任命について 

【社会教育課長】－提案理由の説明－ 

 

【教育長】 ・質疑等ありませんか。 

【井上委員】 ・任期の 9月 30 日までは、何か理由があるのか。継続的な部分からす

ると、年度途中より 3月 31 日がいいのでは。図書館の内容として不

都合はないのか。 

【社会教育課長】 ・任期は以前からである。1期で交代される方はなく、複数期していた

だいているが、代わることもあるので支障がないとは言えない。 

【教育長】 ・人材育成の面から委員の交代も考えていただき、任期を 3月 31 日に

ずらしていくことも検討していただけないか。 

【社会教育課長】 ・了解しました。 

【教育長】 ・議案どおり可決してよろしいか。 

  「異議なし」 

・・・可決 

 

○日程第５ 報告事項 

■ 社会教育課 

【社会教育課長】 ・ オリンピック事前キャンプの状況について報告。 

   7 月 2 日から 19 日までの受け入れは、大きな事故等もなく順調に進

んでいる。県内でキャンプ中の感染が出ているが、感染対策をしなが

ら 19 日まで進めていきたい。山門高校を招いての見学会を予定して

いる。 

 

 ■ 教育部長 

【教育部長】 ・前回定例会以降の主な行事報告について 

  6/15～25 令和 3年第 2回市議会定例会 

  6/22 高田地区 4校第 1回統合協議会 

  6/28～7/1 校長面談の実施 

  7/5 地域学校協働活動本部研修会 

    (講師：福岡教育大学院 森保之 副学長) 

  7/7 桜舞館小学校の学校訪問（参加お礼） 

  7/8 あいさつ日本一運動推進委員会総会 

 ・今後の主な行事予定について 
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  7/20 各小中学校の終業式 

  7/21 みやま市人権・同和教育研究協議会研修会 

      （講師：九州大谷短期大学 牛島修彦 氏） 

  7/26～28 サマースクール（小学校） 

   

■ 教育総務課 

【総務担当係長】 ・令和 2年度要保護・準要保護就学援助費、特別支援教育就学奨励費認

定者数及び援助費支給内訳について       （資料 P1～2） 

【学校再編推進担当係長】 

 ・ 4 校統合について               （資料 P3～4） 

 ・ 4 校統合協議会だより（第 1号）について    （別紙資料） 

 ・ 制服アンケートについて            （別紙資料） 

   

【施設担当係長】 ・二川小学校の仮設校舎の工事について報告 

  仮囲いの設置完成。本日より地盤改良の工事に入る予定。 

 ・瀬高小学校体育館改修工事について報告 

   7 月 21 日より仮囲いと足場の設置開始予定。 

 

■ 学校教育課 

【学校教育課長】 ・ 通学路安全箇所の追加点検調査について            

学校・道路管理者で行う安全推進部会の調査は5月で終わっているが、

千葉県での事故を受けて、各学校に通学路の再点検を早急に行ってい

ただくよう依頼している。 

【学校給食担当係長】 

 ・ 二川小学校給食の取り扱いについて              

仮設校舎は 11 月から使用可能となるが、給食については、二川小学

校の配膳室を一部改装し、8月 30 日から山川給食センターから配送す

ることで進めている。7月 7日に山川給食センターで給食の試食会を

行った。参加者は、コミュニティスクールのメンバーから 1名、育友

会・PTA の代表から 4名、二川小学校の校長先生も含めたところで実

施。給食調理場の現状や雰囲気も見学してもらった。内容については、

概ね好評だった。 

 

■ 指導室 

【指導室長】 ・ 7 月 26 日から 28 日まで小学校のサマースクールを実施。 

 （山門高校から 126 名の参加予定） 

 

【教育長】 ・ 質問等ありませんか。 
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【井上委員】 ・通学路の安全点検は、各小中学校、具体的にどのようにしているのか。 

【学校教育課長】 ・ 新入学生で新しく通学路になった所や、危険と思われる所を各学校で

現場に行って写真を撮り、道幅など資料を作っていただく。 

  7 月に開催される関係機関の部会の中で、対応について協議している

のが現状である。 

【宮本委員】 ・ 危ない箇所の判断は、先生達がされるのか。 

  実際通学している子供達からもヒアリングされるのか。 

【学校教育課長】 ・PTA 会議の中で、危ない箇所や歩道がない場所など意見を聞くものと、

すぐには改善できないものを再点検していると聞いている。 

【宮本委員】 ・ 先生と保護者の意見という感じなのか。 

【学校教育課長】 ・ はい。 

【井上委員】 ・子供達の通学の状況をみていると、低学年は車の怖さが分かっていな

いと感じる。通学路の安全点検はもちろん大事だと思うが、統合して

通学の道順が変わったこともあり、低学年の特に小学 1年生の交通安

全指導に力を入れる必要があると思う。 

【学校教育課長】 ・正しい通学の仕方、交通安全や危険性を教える指導に力を入れていき

たい。水の事故や熱中症と併せて、夏休み前に指導をさらに徹底して

いただくよう学校へお願いしたいと思う。 

 

【井上委員】 ・ 集団登下校について、学校は具体的にどうしているのか。 

【指導室長】 ・ 集団登校はあるが、集団下校をしている学校はあまりないと思う。 

【教育長】 ・ 見守り隊の方々が頑張って、しっかり送っていただいている地区もあ

る。コミュニティスクールや地域学校協働活動などいろんな組織があ

るので、いつも子どもと一緒に通学路を歩いている方々のご意見も大

切にしていただきたい。 

【井上委員】 ・ ひやりマップなどは、作っていないのか。 

【指導室長】 ・校区内で交通事故が多い所、危険箇所などで作ってある学校もあり、

そういった所を中心に指導をしている学校もある。交通安全の件では、

新１年生の保護者には自分の子どもと一緒に通学路を実際に歩いて

もらい、どこが危ないのか家庭でも教育し、指導をお願いしている。

また、入学してしばらくは、担任や学校の職員が一緒に１年生と下校

し、その際に交通指導を行っている。警察にお願いして運動場で交通

安全指導を行ってもらい、低学年では実際に学校の周りを歩いて横断

歩道の渡り方などを指導している学校もある。   

【北原委員】 ・校区によって道路の幅や環境も違うので一概には言えないが、通学路

については家族で話し合い、学校からも気を付けるよう声を掛けてい

ただければと思う。 

【教育長】 ・交通安全指導と通学路点検の両面からお願いしたい。 
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【学校教育課長】 ・ 両面から、安全を図っていきたいと思う。 

【教育長】 ・ 他に何かありませんか。 

 

【樺島委員】 ・ 給食の試食会で、ご意見はあったのか。 

【学校給食担当係長】 

 ・ 温かいものが冷えるのではと心配されていたが、温度的には充分満足

できる範囲だったという意見があった。 

【学校教育課長】 ・要望的な意見として、今までは調理員と子供達が直接声を掛け合い、

触れ合う機会があったが、これからはそれがなくなる。子供達と現場

とのつながり、食育や見学を組むなど何か工夫して欲しいとの要望が

あった。 

【樺島委員】 ・配膳室に取りに行っても調理員がいないので、声掛けは無理なので仕

方ないが・・・。 

【学校教育課長】 ・桜舞館小や山川中も同じで、栄養士が定期的に栄養指導へ行っている。

できるだけカバーしていきたい。 

【教育総務課長】 ・ 試食会に同席した際、山川給食センターでは、桜舞館小学校から見学

に来てもらったり出向いたりと実際に行っているので、少しでも接す

る機会を作っていきたいと話があった。 

 

【樺島委員】 ・ パンを喉に詰まらせて亡くなった事故が他県であったが、これを受け

て給食指導など何かされたか。 

【学校教育課長】 ・ 検食でパンが硬いと思うことがあり、栄養士にパンの焼き方・硬さに

基準があるのか聞いたところ、学校給食のパンは安全性を考え、しっ

かり焼いているという話だった。パンを詰まらせた事故もあり、食べ

やすいような指導を行っていく必要があると協議している。 

【樺島委員】 ・ 一口でパンを食べて、詰まらせた事故である。給食のパンはしっかり

焼いているというが、ちぎって食べるような指導はされているのか。 

【教育長】 ・児童会や生徒会では給食委員会があり、給食の時間が始まったら、今

日のメニューや食べ方など校内放送で必ず伝えていると思う。 

【学校給食担当係長】 

 ・栄養士がメニューや食べ方などを作成し、学校に配っている。 

【学校教育課長】 ・事故につながる可能性もあるので、正しい食べ方 などを指導してい

きたいと思う。 

【北原委員】 ・今の子供達は、咀嚼が悪い子が多い。噛まないと唾液が出てこないの

で、口の水分をとられるパンが苦手。なかなか噛めなくて、飲み込も

うとする。唾液はすごく大事で消化を助けるので、しっかり噛むよう

に、多く口に入れないように声掛けをするなど、その点も含めて指導

を考えていただきたい。 
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【学校教育課長】 ・ パンが食べにくいという意見があり、子供達も残す子が多く、先生達

も感じる時があると聞く。パンの焼き方やメニューの組み合わせなど

工夫していきたい。 

【宮本委員】 ・ パンを減らして、ご飯だけにしてはどうか。 

【学校教育課長】 ・月 6 回程度、パンの日がある。フードロスを考えると、ご飯の日を増

やすことも一つの解決方法だと思う。 

【井上委員】 ・ 昔、パンを食べる時、マーガリンやジャムなどをつけていたが、今は

どうなっているのか。 

【学校教育課長】 ・ 今はマーガリンやジャムなど、一切ついていない。 

【井上委員】 ・ なぜ出ないのか。地産地消ではないのか。 

【学校教育課長】 ・栄養士との意見交換では、他のメニューで糖分をカバーしているので、

必要ないとの意見だった。糖分のコントロールは 1か月全体でおこな

うので、ジャムの糖分コントロールを工夫できないか申し入れている

が、栄養士には抵抗感がある。 

【北原委員】 ・6回あるパンの日全部につけると糖分が多すぎるなら、パンの種類に

よって 2回か 3回ジャムをつけてみる。そうすれば、子供達のパンの

苦手さが改善できるのでは。 

【教育長】 ・市内にジャムやマーガリンを製造する会社があるので、検討してはど

うか。また、教育委員会でこういう声が出たということを、栄養士に

伝えて改善の方法を探っていただきたいと思う。 

【学校教育課長】 ・ 了解しました。 

 

【井上委員】 ・危機管理の点で、のどに詰まらせた事件は、みやま市教育委員会とし

て、単独でも各小中学校に文書を出すべきだろうと思う。 

  7 月 5 日に大阪の中学校で、プール更衣室の天井からコンクリ―片が

落下し、生徒がケガをしている事故があったが、みやま市教育委員会

としては、おそらく何も対応していないだろう。 

  危機管理の点で、学校教育にかかわる事件事故については、単独でも

各小中学校に文書を出すべきだろうと思うので、ぜひ事務局で検討し

て行ってもらいたい。 

【教育長】 ・学校教育課、指導室、教育総務課も含めて、そういう事件事故には敏

感になっていただいて、シーフォースなど手段は色々あるので広く学

校に周知していくようお願いしたい。 

【学校教育課長】 ・ 了解しました。 
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○日程第 10 次回教育委員会について  

 ◎ 次回定例会 令和３年８月１２日（木）午前１０時００分～ 

 

 

【教育長】 これで本日の日程は全て終了しました。 

 令和３年度第４回みやま市教育委員会定例会を閉会します。 

 

【午前１０時５５分 閉会】 


